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Ⅰ．伊予銀行のプロフィール
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伊予銀行のプロフィール

本店所 在地 愛媛県松山市

創 業 明治１１年３月１５日（第二十九国立銀行設立）

創 立 昭和１６年９月１日

資 本 金 ２０９億円（発行済株式総数 ３２３，７７５千株）

従 業 員 数 役員　２０人、職員　２，３２８人（臨時・出向を除く）

拠 点 数 国内　１５０か店（出張所７を含む）、海外１か店（香港）

１３都府県に店舗ネットワークを展開
　（愛媛県１１８か店、大分県・広島県各６か店、香川県５か店、その他１５か店）

駐在員事務所２か所（ニューヨーク、上海）

主 要 勘 定等 預金等（預金＋譲渡性預金） ４兆 １，１５４億円

貸出金 ３兆 　４２１億円

総資産 ４兆 ７，０８９億円

純資産 ３，７０２億円

連結自己資本比率（国際統一基準） １２．１６％

連結子会社数 １２社

連結従業員数 職員　（臨時・出向を除く） ２，６９４人

（※計数は平成１８年３月末現在）
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海外 １か店
駐在員事務所２か所

東海地区 １か店
東京地区 ２か店

伊予銀行の経営基盤
瀬戸内圏域＋東京･近畿・名古屋に店舗配置
地銀Ｎｏ地銀Ｎｏ..１の店舗ネットワーク１の店舗ネットワーク(１３都府県)

愛媛県
（松山市）

兵庫県
（神戸市）

山口県
（周南市） 大阪府

（大阪市）

大分県
（大分市）

香川県
（高松市）

福岡県
（福岡市）

高知県
（高知市）

徳島県
（徳島市）

岡山県
（岡山市）広島県

（広島市）

今治地区 １９か店

九州地区 ８か店

新居浜地区 ２１か店
松山地区 ５３か店

中国地区 １０か店

宇和島地区 １３か店

愛媛県以外の
四国地区 ７か店

八幡浜地区 １２か店

近畿地区 ４か店


